
1981年出上の木簡

静
岡
・
小
川
城
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
焼
津
市
小
川

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年
（昭
５４
）
一
〇
月
を

一
九
八
〇
年
（昭
５５
Ｙ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
焼
津
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
山
口
和
夫

。
九
山
博
信

５
　
連退
跡
の
種
類
　
中
世
城
郭

（居
館
）
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
川
城
遺
跡
は
古
く
か
ら
中
世
居
館
址
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
城
の
内
遺

跡
と
し
て
静
岡
県
遺
跡
地
図
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
氏
五
代
が
居
住
し

た
小
川
法
永
長
者
屋
敷
跡
と

伝
え
ら
れ
、
長
谷
川
正
宣
の

時
、
今
川
家
の
内
紛
の
折
に

北
川
殿
と
竜
王
九
（後
の
今
川

氏
親
）
が
こ
こ
に
難
を
逃
れ
、

北
川
殿
の
兄
、
伊
勢
新
九
郎

長
氏

（後
の
北
条
早
雲
）
の
努

力
に
よ
り
竜
王
丸
は
駿
府
に

も
ど
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

地
籍
図
に
は
か
な
り
明
確
に
遺
跡
の
広
が
り
や
構
造
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
調

査
は
こ
の
地
籍
図
を
も
と
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
遺
跡
の
正
確
な
輪
郭
を
追

求
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。
宅
地
化
が
進
ん
で
お
り
、
遺
跡
の
全
体
を
明

確
に
示
す
結
果
ま
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
中
世
居
館
址
を
解
明
す
る
上
で

多
数
の
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
て
い
る
。

遺
構
と
し
て
は
内
側
を
階
段
状
に
構
築
し
た
堀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
堀
の

上
幅
は
約
二
〇
ｍ
内
外
で
、
ほ
ば
長
方
形
に
巡

っ
て
い
る
。
西

。
南

・
北
側
の

堀
は
現
地
表
か
ら
約
二
ｍ
と
深
く
、
東
側
の
堀
は
約

一
ｍ
と
浅
い
。
地
質
的
に

は
、
西
か
ら
東

へ
仲
び
る
自
然
堤
防
が
大
き
く
北
側
へ
張
出
し
Ｌ
宇
形
に
な
っ

た
自
然
堤
防
の
曲
が

つ
て
い
る
部
分
と
後
背
湿
地
と
に
立
地
し
て
い
る
。
地
形

に
制
約
を
受
け
た
の
か
、
地
形
を
利
用
し
て
築
造
し
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ

明
確
に
判
断
す
る
に
は
資
料
不
足
で
あ
る
が
、
西

。
南

。
北
側
の
堀
で
は
絶
え

ず
水
が
存
在
し
、
東
側
の
浅
い
部
分
で
水
量
の
調
節
排
水
を
し
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
自
然
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
築
造
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
南
側
に
は
堀
に
直
交
す
る
溝
状
の
落
込
み
を
ト
レ
ン
チ
断
面

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
水
の
導
入
用
の
施
設
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
下

水
位
が
高
く
、　
一
ｍ
も
掘
る
と
水
が
湧
き
出
し
て
く
る
地
域
で
水
の
導
入
水
路

が
必
要
で
あ

っ
た
の
か
疑
問
も
残
る
。
従

っ
て
堀
は
、
居
館
を
防
禦
す
る
目
的

だ
け
で
な
く
、
水
田
地
帯
の
潅
漑
排
水
用
の
た
め
の
溜
池
と
し
て
の
機
能
も
果

た
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
中
世
居
館
址
の
構
造
を
解

(静岡)



明
す
る
上
で
基
本
資
料
と
な
り
得
る
遺
跡
で
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

当
初
の
予
想
を
上
ま
わ
る
多
数
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
梵
字
の
書
か
れ
た

木
片
、
朱
書
き
の
鶴
が
描
か
れ
た
漆
器
類
、
曲
物
類
等
、
中
世
生
活
史
を
解
明

す
る
上
で
貴
重
な
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
は
洪
武
通
宝
な
ど
の

古
銭
が
五
枚
出
上
し
て
い
る
。
木
筒
に
つ
い
て
は
、
北
側
の
階
段
状
の
堀
の
内

部
上
層
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る

（解
読
に
は
向
坂
鋼
二
氏
の
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
）。・

コ
〈□

天
形
醒
醜
田
剛
臥
□
□
日
日
　
一三

回

」
七

・
「
　
　
薬
師
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

やｏ夕
∞マ
中
～

自
μ

９
　
関
係
文
献

誂
難
節
勲
　

『
小
川
地
区
遺
跡
分
布
調
査
概
報
』
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

（原
川
　
宏

・
山
口
和
夫
）

『
但
馬
国
分
寺
木
簡
』
の
刊
行

但
馬
国
分
寺
跡
か
ら
は
い　
一
九
七
七
年
に
寺
域
東
南
隅
の
外
郭
築
地
の
内

・

外
濤
か
ら
三
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
す
で
に
第
三
回
木
簡
研
究
集
会

で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
十
二
月
兵
庫
県
日
高
町
荻
育
委
員
会
か
ら
、
そ

の
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
但
馬
国
分
寺
木
筒
は
、
こ
れ
ま
で
国
分
寺
跡

出
上
の
木
簡
と
し
て
唯

一
の
例
で
あ
る
上
、
内
容
的
に
興
味
深
い
も
の
を
含
み
、

た
だ
に
但
馬
国
分
寺
研
究
の
み
な
ら
ず
、
国
分
寺
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
史
料

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
は
神
護
景
雲
年
間
で
、
文
書

。
荷
札

・
習
書
な
ど

を
含
み
、
同
時
期
の
同
寺
の
具
体
的
な
活
動
が
知
ら
れ
る
が
、
特
に
同
寺
の
諸

施
設
を
記
し
た
も
の
は
同
時
期
の
造
営
状
況
を
明
ら
か
に
で
き
る
点
で
興
味
深

い
。
こ
れ
ま
で
諸
国
国
分
寺
の
中
で
時
期
を
限

っ
て
そ
の
造
営
の
状
況
が
知
ら

れ
る
例
は
な
く
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
国
分
寺
の
成
立
の
問
題
を
考
え
る
上

で
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
報
告
書
は
、
釈
文

。
図
版
を
の
せ
、
総
説
で

は
前
に
の
べ
た
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
参
考
資
料
と
し
て
、
墨
書
土
器

と
他
遺
跡
出
上
の
但
馬
国
関
係
木
簡
の
集
成
を
付
載
す
る
。

但
馬
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
団
編

『
但
馬
国
分
寺
木
簡
』

（
Ａ
四
版
　
本
文

三
二
頁
　
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版

一
四
葉
）
頒
価
二
千
円
　
送
料
四
百
円

∧
申
込
先
∨
真
陽
社
　
〒
六
〇
〇
　
一八
都
市
下
京
区
油
小
路
仏
光
寺
上
ル

振
替
日
座
　
一八
都
七
―
八
二
六
七




